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第1章 緒 論

事 攣 以 來 生 産籏 充 ノー 重 要 部 門 ト シテ、螢 々 ト

活 動 テ緬 ケ テ ヰル炭 磯 地 方 ユ 於 テ、 結 核 罹 患 ノ

問 題 ハ實 二喫 緊 ノ… 事 デ アル ガ、 余 ハ 本年7月

中 旬 、10日 閤 二亙V、 夕 張 炭 確 地方 ノ學童 及 ビ

教 職 員 合計4582名 二 就 テ、 「ツベ ル ク リ ン」皮

内反 鷹 及 ビ 「レ ン トゲ ニ」螢 光 像 撮 影法 ニ ヨル集

園 的結 核 検 診 テ行 ヒ得 タ ノデ、 ソ ノ結 果 ラ報 告

ス・ノL㌔

鑛lLl地 方 生 活 者 ノ諸 種 ノ疾 病 、 就 中塵 肺、骨 折 、

神 経 症 等 二團 ス ル研 究 へ 我 國 二 於 テ モ從 來 相

當 二試 ミラ レ、 恩 師 有 馬 教 授 αし・昭和5年 白川

氏 ト共 二、 炭 肺 ノ「レ ン トゲ ン」學 的 研 究 テ行 ハ

レテ ヰ ル雛 併 シナ ガ ラ磯 夫 ノ結核 二就 テハ ソノ

報 告 少 ク、 鑛 山 地 方 ノ多 数 ノ學 童 等 二封 シテ結

核 検 診 テ行 ツ タ報 告ハ 皆無 デ ア ツテ、輩 二 「ツベ

ル ク リ ン」反 慮 陽 性 傘 ノiil二就 テ ノ2,3ノ 報 告

ガ アル ニ過 ギ ナ ィ.

1928年Elckert{"'}ハMansfeld銅 山 二 於 ケ

ル結 核 テ研 究 シ、 該 地 方 ノ墨 童 二 早 期 初 感 染 ノ

多 キ コ トデ述 べ、 同 時 ニ コ レラガ石 灰 化 竈 ヲ形
ま

成 ス ル コ ト多 久 彼 等 二再 感 染 二封 スル発 疫 ヲ

與 フ ル モ ノナ ル コ トテ報 告 シテ ヰ ルゆ

F.Redeker(3》 バ カ カル 小 見 ノ 早期 初 感 染 ハ 彼

等 ノ礎 育 テ障 碍 シ、 爲 メニー 般 二鑛 山 地 方 住 民

ノ罷 躯 ハ挾 小 トナ ル ト言 ツ テ ヰ ル。

白川 氏 傷 ・夕張 炭磧 地方 二於 ケ ル磧 夫 ノ炭 肺 卜

肺 結 核 ノ研 究(昭 和5年 〉ノ中 二、 同 地 方 學 童 ノ

禮 格 へ 他 地方 ノ卒 均 屯 比 シ著 ジ ク劣 レノレコ ト

ヲ、 統 計 ニ ヨ リ述 べ テ ヰ ル.

炭蕨 地 方 學 童 ノ結 核 感 染 傘 二就 テ ハ、 清 水 、大

塚 雨 氏{轟}ハ北 海 道 美 唄炭III墨 童 二就 テ36、0%、

田 中 氏 ⑯等 ハ、 樺 太塔 路 炭 磧 地 方 學童 二 就 テ

31.9%ト 、 何 レモ可 成 ノ高 傘 ヲ得 テヰ ル。

余 ノ今 回 検 診 セルタ 張 町 ハ北 海 道 中央 部 、 夕張

山脈 ノ…部 ニ ア リ、 九州 ノ三 池 ト共 二 本邦 最 大

ノ炭磯 地 ノ… ト シテ古 ク ヨ リ知 ラ レテ ヰル 。 人

ロ バ約6萬5千 、 ソ ノ大 部 分 ハ 炭 磧 閣 係 者 、 特

二 磧 夫 トソ ノ家 族 ト ヨ リ成 ル
.

煤 煙 ハ 四 時 天 空 ヲ蔽 ヒ、 炭 塵 ハ紫 外 線 ヲ遽 リ、

山欄 ラ流 ル ル河 水 モ炭 塵 テ含 有 シテ鋤 ミ、 從 ツ

テ 魚 族 モ 棲 マ ヌ,磧 夫 ノ多 クハ 所 謂 炭 破 長屋

轟 住 ンデ ヰ ル ガ
、 長 屋 ノ 多 クハ 僅 カニ1室 ヲ

有 ヘル ニ 過 ギ ズ 、 彼 等 ノ生 活 條 件 ハ 衣 食 ノ鮎

二 於 テハ 充分 デ アル ガ
、 佳 ノ ミハ 不 完 全 デ ア

ル
o
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第2章 　検査資料及ビ方法

被検 學童 ハタ 張 町 二於 ケル2小 學 校 ノ全 鬼 童 、

A校1940名 、B校2365名 、合 計4305名 デ、 コ

ノ全員 二先 ヅ 「ツベ ル ク リ ンJ皮 内反 磨 ヲ行 ヒ、

陽 性者 ノ 全 員 ラ 螢 光像 撮 影 法 ニ ヨ ツ テ 撮=影 シ

タ.

　 づ ノ他 二 同 地 ノ中 墨校 、 高 等 女 學校 テ始 メ全

小學 校15校 、 計17校 ノ教職 員練 撒277名 二就

テノ、、 ソ ノ全 員 二螢 光像 撮 影 法 ヲ行 ヅ タ。

　 「ツベ ル クリ ン」反 慮 術 式 及 ビ剃 定 方 法 ハ、 余

等 ノ常 二行 ヒ ツ ・ア ル墨 術 振 興 會 ノ決 定 二從 ツ

タeソ ノ詳 細 ハ 余 等Bガ 本 誌 第18巻 第3號 二述

べ テ アル通 リデ アル
。

次 ニ レ ン トゲ ン窮 眞撮 影 ノ條 件 ハ 次 ノ如 ク デ ア

7レ0

1.高1魅 贅 生 装 置K◎ch-Sterzel會 肚 製 、 輩 相

交 流300m.A.機 械 整 流 、　Transverter號.

管 球Sealex,　 W--6kW,塞 冷 式 。

一 次 電1墜 　 110V .

二次 電 駆 　55-60kV。

電 流 　 120-150mA.

管 球 一 螢 光板 距 離 　 100cm.

露 出 時 間　 0.2-0.4秒

2.螢 光 像 撮 影装 置

Zeiss-lkon,　 Contax,　 Sonner　 f　1。5.　E　50mm.

螢 光 板 　 Heyden製Neossal,3⑪ ×40cm.

「レ ンズ」一 螢 光板 距 離 　 75cm.

固 定暗 箱　 有馬 内科 教 室 設 計 製 作.

3.「 フィル ム」 さ く ら聞接 撮 影 用 、35mm.有

孔.

4,現 像 　 rタ ンク」W用 ヒ さ く ら指 定 塵 方 ノ2

倍 稀 繹 液 ニ テ18℃.5分 聞 。

5.観 察 　 籏 大 装 置 ヲ用 ヒ ズ、 ソ ノマ ・上 爲 眞

観 察 装 置 二透 シテ行 フe　　 　 　 　 l

次 二=普通撮 影 法 二於 テハ、 富 士 「フ躍ル ム」四 切

々 ビノ;切 テ用 ヒ、 他 二特 記 スベ キ コ トハ ナ イ.

第3章 學童ノ結核感染率

A小 學 校 兜 童 男 子973名 、 女 子967名 ・…於 ケ ル

結 核 感 染 卒 ハ 夫 々25.0%及 ビ21.8%、ZF均

23.4%デ ア リ、B小 學 校 見 童 男子1188名 、女 子

1177名 ノ感 染 卒 ハ夫 。々16.2陶 及 ビ17,6%.、zド

均16。92。 デ アル.蒲 シテ學年 別 、 性 別 轟 見 レ

バ 第1表 及 ビ第2表 ノ如 ク デ ア ル 、

コ ノ爾 校 ヲ 合 ス ル 臥 男 子 ハ2161名 轟 就 テ2⑪ 。1

1ン∂、 女 子 ハ2144名za就 テ19。5%、 合 計4305名

ノ穂 李 均 ハ19。8Z、 トナ ル,,

サ テ コ ノ2校 ノ 中A校 ノ見 童 ハ 、 磯 夫 ノ子 弟 ト

第1表A小 學 校 見 童 結 核 感 染 率

學　年

　 一

尋 　　1
軌 脚

尋　 2
　 一一

尋 　 3
『

簿　 4
胃一

尋　 5
扁一 　　一 へ一

尋　 6㎜

高　 1
}… …㎜

高　 2

計

　 138　 　{　　　 25　 　　　18.1

　 114i28　 25.0

,、3。 卜32}葦4.6§

　 121　 99.24・0

　 144　 　　　42

　 　 83　 　　 27

　 　 91　 　　 33

　 973　 　　 243

　 　 男　　　　　子　　　　　　　 女　　　　　r一　　　　　　　 含　　　　 計

人 負湯 倒 陽麟 人 負陽 性 眺 率み 儀 陽 牲1離 卒
152L2τ

_.17・3　 122　 姓 　 1!・5__拷74　 41　 14i　.9

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 143　 　　　　13　 　　　9.1　 　　　281　 　　　 38　 　　13.5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 124　 　　　　24　　　　19.3　 　　　238　 　　　　52　　1　21.8

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 147　 　　　　39　 　　26.5　 　　　277　 　　　　71　 　　25.6

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 104　　　　　　21　　　　20,2　 　　　　225

　 29.1　 　1　　 140
　 　 　 一ト ー一 一　

32,5　 　　　96
__　　　_■　　　　　_

　 35.3　 1　　 91

　 25.0　 　2　　 967

36

3旦

34

211

25.7 284

31。2　 　　179

37.4　 　　182

21。8　　　　1940

.塾P

　 78
-一 一一■

　 57

67

覇

22。2

27.4

31。8

36.8

23.4

擁
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第2表B小 學 校 兇童 結 核 感染 率

尋 　 6 174

1188

38　 　 21.8 178 41　 　 23.0 352 79　 　 22.4

計 192　 　　　16.2　 　　　1177 207　 　　17.6　 　　2365 399　 　 16.9

商 家 ノ子 弟 トガ約 牛緻 宛 テ 占 メル ガ、B校 ノ見

童 ハ 殆 ド全 ク磧 夫 ノ子 弟 デ アル.而 シテ表 二 見

ル如 ク、A校 ノ李 均 感 染 奪 ハ23.4乞.、　B校 ノ夫

yハ16.9%ト 粗 常 ノ 開 キ ガ アル。 コ レハA校

ガ高 等 科 見 童 ヲ含 ム爲 メ ノ ミデノ・ナ イ コ トハ、

A校 ノ 尋 常 科 ノ ミノ 李 均 ガ21.52ろ デ アル コ ト

テ見 レバ分 ル。 從 ツテタ 張 町 二於 テ ハ、 磯 夫 ノ

子 弟 ノ方 ガ商 家 ノ子 弟 ヨ リモ感 染 傘 ガ低 イ ト云

フ コFガ 出來 、 サ キ ノIckert,　 Redekerノ 読F

ハ 異 ツ タ結 果 テ得 タ ノデ アル。 而 モ彼 等 ノ艦 格

ハ他 ノ都 市 、 農 漁 村 等 ユ比 シテ著 シク劣 ツ テ ヰ

漉 ワ ケデハ ナ イ,,白 川 氏(4ワ 調 査 後 、 爾 學校 長

共 二見 童 ノ罷 育 轟特 別 ノ注 意 テ彿 ヒ、 主 ト シテ

家 庭 工於 ケル非 衛 生 的 生活 ノ改 善 轟 ヨ ツテ、 鬼

童 ノ膣 位 向 上 二努 メ ラ レタ ノデ ア ツテ、 ソ ノ結

果 ハ統 計 ノ上 二於 テモ、 余等 ガ校 長 ヨ リ示 サ レ

　 タ トコ ロニ ヨル ト、 全 國 及 ビ本 道 ノ李 均 ヨ リ優

位 テ示 シテ ヰ ル ノデ ア ル.
馬

コ ノtw　4S均19.8%.ノ ・、 一・一}一キ ニ余 等 ノ 行 ツ タ札

幌 σ)、函 館(8禰 市及 ビ美 唄 〔51、塔 路{6騙 炭 磧 墨 童

　 二比 シ、 可 成 二低 率 デ アル。 勿 論 近 時 「ツ」陽 性

卒 ガ學童 二於 テハ 低 下 シツ ・アル コ トハ、 サ キ

　 ニ金 井 、 清 水 轡ノ爽 表 セ ル トづ ロ デ アル ガ、 而

　 モ昨 年 札 幌 健 康 相 談 所 蝿轟 於 テ 札 幌 市 内16小

學 校 ノ尋 常 科 ノ殆 ド全 兜童16054名 二封 シ結核

検 診 テ施 行 セ ル際 、ソ ノ結 核 感 染 率 ハ23　.　3%　■,

示 シ テヰ ル ノ デ アノ㌧ 從 ツ テ煤 煙 ガ四 時 室 テ蔽

　 フ如 キ工 業 都市 夕 張 ニ ア ツテ モ、 ソ ノ結 核 満 浸

　 度 ・・、 緑 地 多 キ札 幌 市 二比 シテ爾低 イモ ノ ト考

　 へ 　㍗　レリし

第4章 學童 二於 ケル結核

rヅ ベ ル ク リ ン1反 嶽 湯 牲 ナ ルA小 學 校 見 童454

名 、B小 墾校 見 童399名 、合 計853名 二螢 光 像

撮 影 法 ニ ヨル ゼレ ン トゲ ン」検査 ヂ行 ヒ、倫 診 断

ノ確 實 テ期 姻 タ メ轟、ソ ノ中48名 二就 テ ノ・更

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第3表

二通 常 撮 影 ヲ行 ツ タ.コ ノ他 「ツ」反 慮 陰 性 デ ア

ツ タ見 童40名 二就 テ モ 學 校 ノ希 望 ニ ヨ リ螢 光

像 撮 影 テ行 ツ タ ガ、 コ ノ中 カ ラハ結 核 見 童 ハ 褒

見 シ得 ナ カ ツ タ ノデ,第3表 カ ンパ除 イテ アル。

學 童 二於 ケ ル 結 核 バ レ ン トゲ ン」所 見
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扱 テ カ ク シテ決 定 サ レ タ結 核 児 童 ハ両 校 テ合 シ

テ、 男 子21名 、 女 子16名 、 計37名 デ、學 年 別

二 「レ ン トゲ ン」所 見 テ分 類 スル ト第3表 ノ如 ク

ア アル0

結 核 児 童 ハ 男子 ノ方 が多 イガ、 コ レハ低 學年 三

於 テ特 ニ サ ウ デ アツ チ、 高 學 年 デ八部 ヅ テ女子

ノ方 が多 イa又 ドノ學 年 が特 二多 イ トイ フ コ ト

モ ナ イ

病 攣 別 デハ 、ヤハ リ初 感 染 結 核 が約3分 ノ2テ 占

メ ル ガ、 早期 結 核 ガ5例 、晩期 肺 癌 ガ7例 ア リ、

コ ノ頻 度 ハ都 市 學 童 二於 ケル ヨ リモ高 卒 デ、僻i

キ†ノ.兜童 二似,テ ヰ ル(覇の

第5章 教職 員=.於 ケル結核

17校 ノ教 職 員277名 二 就 テ 螢 光像 撮 影 ラ 行 ツ タ腿 、 ソ ノ内8名 ハ 結核 デ ア ツ タ(第4表 〉。

第4表 教 職 員 螢 光 像 撮 影 轍

學 校 名 偶 列 女 子 橋 言+學

中 堅 校11暫1一"… … …愛 一 『一… 　一

高 等 女 學 校

第1小 學 校

第2聾

高 等,,

8

一25

8

一
13

29 16

10 1

16

一
38

一
45

一
11

校 名 男

六 ター張 涯・學 校一一 ユ7

子1女

鹿 ノ 谷}y

若 葉 邊"

13 3 16

14 10
__

24

沼 ノ 濠"

眞 谷 地"

紅 葉 山"

瀧 ノ 上,,

丁 未,, 13

苓

ぞ

8
__⊥21

419

113

サ キ ニ 清 水!塒 ガ

2.3%二

壌 殻:i匡二
計

8

『11

唐

薯

清 水 澤"

大 張,,

11

笈

即 チ罹 患率 ハ2.9%デ ア ツ テ、

行 ヅ タ函 館 市 教 職 員 ノ359名 中9名 、

比 ス レバ少 シク高 ク、金 井 。小池 。清 水 。松 島12ソ

札 幌 市教 職 員 ノ1100名 申30名 、2.7%二 比 シ

テ モ ヤハ リ高 率 デ ァルa

8名 中2名 ハ女 子 デ アルa叉 病愛 ヨ リ見 レバ第

5表 ノ如 ク、 早 期 結 核5例 、 晩 期 肺 麿3例 デ ア

ル.づ レ ラ ノ8名 二 野 シテ へ 各 自 ノ療 養 上 及

ビ児 童 ノ保 護 上、 静 養 テ勧 告 シ タ懸

内 結 核 患 者i

第5表
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雨 画 工 藁 菰 府 雁 播 積 酬

両 側 増 殖 性 肺 務:

南 側 肺 炎 浸 潤

左 側 髄 炎 浸 潤

南 側 肺 炎 粟 粒

南 側 上 葉 浸 潤

南側上葉滲出性空洞性肺霧

左 側 上 葉 早 期 浸 潤

第6章 総 括

夕 張 炭 磧 二 於 ケ ル2小 量 校 ノ 全 見 童4305名 二%ノ 陽 性 傘 ヲ得 タcコ ノ両校 ノ児 童 ノ佳 所 親 雪

封 シテ、「ツ」反 慮 テ行 ヒ、A校23・4%、B校16・9リ 見 テr炭 磯 地 學 童 ノ賜 姓 傘 へ 市街 地 墨 童 ノ



髄4清 水=炭 礒地學童及ビ激職員ノ螢光飯撮影法ニヨル集團的結核検診 【第19巻

夫 レ ヨ リモ低 イモ ノ ト見 ラ レルゆ 叉男 女 別 ヨ リ

見 ル ト、 男 子20.1%、 女 子19。5%デ ア ッ テ、

サ シタ ル差 ハ ナ イ。 コ ノ全 李 均19.8%ノ 、、都 市

及 ビ他 ノ炭 積 二比 シ、 可 成 低 傘 デ ア リ、 余 ノサ

キ ニ行 ツ タ農 漁 村 ノ夫 レニ近 似 シテ ヰ ル、

「ツ」陽 性 學 童 ノ「レ ン トゲ ン」検 査 ノ結 果 、 男子

21名 、 女 子16名 、計37名 ノ結 核 見 童 テ登 見 シ

タ.ソ ノ所 見 ハ 、 初 感 染 浸 潤5、 胸 内腺 結 核12、

肺門浸潤3、 早期血行性接種2、 滲出牲肺瘍4、

増殖性肺務3、 肋膜炎2デ アルe

夕張全町17學 校 ノ全教職員277名 ノ「レントゲ

ン」検査 ノ結果、8名 ノ結核 ラ登見 シタ。男子

ハ6名 、女子ハ2名 デアツテ、 ソノ所見ハ早期

浸潤1、 早期血行性播種2、 肺尖浸潤2、 晩期肺

樫2デ ァル

第?章 結 論

1>夕 張 炭磧 二 於 ケ ル8-16歳 ノ 學 童 、 男 子

2161名 、 女 子2144名 、 合 計4305名 ノ 「ツ ベ ル

ク リ ン」反 癒 陽性 傘 ハ 、 男 子20.1%、 女 子19.5

%、 李均19。8%デ アツ テ、炭 磧 地 ト難 モ左 程 高

率 ナ モ ノデ ハ ナ イ、

2>「 ツ」陽 牲 ナ ル學 童853名 二封 ス ル螢 光像 撮

影 法 及 ビ=普通 撮 影 法 ニ ヨル 「レ ン トゲ ン」検 査 ノ

結 果 登 見 セ ル 結 核 ハ 、 凡 テ ・"37名 デ ア ツテ、

ソ ノ内約60%ノ ・初 感 染 結 核 デ ア ル ガ、 他 方 所

謂 成 入 型 結 核 ノ可 成 多 イ コ トハ 注 目 スベ キ コ ト

ア ア ル.

3)夕 張町 ノ全教職員277名 中、同檬 ノ「vン

トゲン」検査一:一ヨツテ8名 ノ結核 ヲ登見 シタガ、

コノ内5名 ハ早期結核、3名 ハ晩期肺瘍二属ス

ベキモノテアツタ。

稿 ヲ終 ルニ臨 ミ御懇篤 ナル御指導拉 二御校閲 テ

賜 リタル恩師有馬英二教授 二深謝 ノ意 ラ表ス。

尚實施 二際 シ絶大 ノ御援助 ヲ賜 リシタ張炭磧病

院長伊藤金三郎博士拉二副院長竹田義治墨士二

深謝 ス。

文 獄

lf有 馬 英 二,白 川 玖 治,H本 「vソtsゲ ソ」8巻

3號,昭5年.2)F.lckert,Stanb!ungeuRd

 Stanblungentuberkulose, 1928. 3) F. Redeker, 
 Stanblunge  und  Stanblungentuberkulose, 1928.

4)白Jlt玖 治,結 核.9管2號,昭6年 。5)清 水寵

雄,大 塚 友 徳,北 海 道 醤 學 雑 誌15年5號,,昭12

年.　 6》 田中 豊 勉 三 氏,見 科 雑 誌 、46管5號,昭

15年.　 7)金 井 進,清 水 寛,結 核.15巻3號,昭

12年.　 81清 水 寛,鈴 木 憲,H仁 臨 妹 結 核.1巻

3號,昭15年9)金 井 進,清 水 寛,結 核.15ts

5號,昭12年.10)札 幌 健 康相 談 所,昭 和14年

度 事 業 成績.1b清 水 寛,臨 躰 内科.5B3號,

昭14年.12i金 井 進,小 池 鉄 造,清 水寛,松 島尉

太郎,北 海 道 醤 學 雑 誌18年7號,昭15年.13)

有 馬 英 二,金 井 進,清 水寛,近 藤 角五 郎,笠 井 義 男,

結 核.18巻3號,昭15年.14)有 馬 英 二,清 水

寛,結 核.18巻6號,昭15年.
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 KEKKAKU 
                             PUBLISHED 

      BY THE JAPANESE ASSOCIATION FOR TUBERCULOSIS 

 Reihenriintgenuntersuchungen bei Schulkindern  und Lehrern 
                        im Kohlenberggebiet. 

                                    Von 

                            Dr. Hiroshi Shimidzu. 

      (Aus d.  Stand.  Tuberkulosefiirsorgestelle zu Sapporo. Leitender  Arzt  :  Prof. Dr. H. Arima 
                      in I. med. Klinik d. Kaiserl.  Uniuersitcit zu Sapporo.; 

    Bei 4,305 Schulkindern von 8-16 Alter in der  Kohlenbergstadt  Yabari betragt die 
 Mantouxpositivitat bei den Knaben  20.1%, bei den  Madchen  19.5%, durchschnittlich 

 19.8%, die verglichen mit der in den  Grosstadte ziemlich niedrig ist. 
 Samtliche tuberkulinpositiven werden durch die Leuchtschirm-  und dann teilweise 

Grossenaufnahme  rOntgenologisch  untersucht  : dabei werden 37 Kindern als  tuberkulOs 
diagnostiziert. 
    Unter 37 handelt es sich  urn 23  Primaraffektionen, 7 Tuberkulosis von  Frilhformen 

 und 7 fortgeschrittene Formen. 
    Unter 277 Lehrern findet  Verf. durch die oben  erwähnte  Riintgenaufnahme 8  tuber-

kulOse  Veranderungen  ; 5  FrUhtuberkulose  und 3  Spatphthise.  (Autoreferat.) 

 Ober die Takata-Reaktion bei Lungentuberculose . 

                                    Von 

                    Shintaro Haruhara, Assistent der Klinik. 

         (Aus der II Inneren  medizinischen Klinik der  Kaiserlischen  Universikit zu  Tokio. 
 Vorstand: Prof. Dr. Ken  Kure.) 

    Es wird  iiber 50 Takata-Reaktion (T.R.) bei Lungentuberculose nach der Modifikations-
methode Terasakas berichtet. 

    An Hand meiner Untersuchungen wird gezeigt,  daB die T. R. in 60% der  Ellie von 
Lungentuberculose positiv ist. 

    Gegen die Ergebnisse von Trantweins, G. Koch zeigt sich kein Parallelgehen mit 
Blutsenkungsreaktion. Die T. R. ist bei sog. Phthisis pulmonum (chronische produktiv-
zinhotische Lungentuberculose mit exsudativer Herdbildung) mehr als akute Form positiv . 

    Bei den  hamatogenen Fallen der Lungentuberculose ist die T. R.  ilber  positiv. 
    Die T. R. gibt  ein gutes  Bild von der Schwere der  Allgemeinschadigung des 

 Organismus.




